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山形大学 紀要 C123学) flí~ _lB' 
?と。笑験に供した樹障はオニグル "t，ケヤキ，モエ リフエーラポプラ，モミデ "tズナラ，
ヒノ ツサ，ヂヤヤナギ， シゲレヤナ ウ，ツノくキ， ヨシノザプグラ，チヤ，スプ'，-JJケノキ，ス
ギ，アスナ ロ，ア カマつ の16極でポフ・ラのみは1年生伎で他の多く は5年生校又はそれ以上
でるった。 n4')年 1 2月 12 日 17時笑験開始のtiff果は次表の~ijj りとす。
(第1表)
樹 種 |上昇順位 上昇せし日時 |上昇に裂した時間
オニ グ jレ ミi1 |11日 5時 15時














































った。 1 ; \ 日 F時 a、分の室内i~ ，oCであった 。
オ=ゲ Jレ fは導管は散孔
I!J~で、あって樹皮下に近い所の導管から上昇する も 中央の方は と昇しない。
ポプ ラ は斜線l!l~導管であって 1 年生技であ るが髄の側と皮下と に k昇ーするものが多い。
クヤキは環孔であって4年生の校であるが皮下に近い当年生2年生白木質部の導管を通
過する。それは必やしも大導管のみでな く秋材部の小導管を通過ナるもの L方が多い。










































































15 日 E時 ~O分
I 1 5 日 lC時~O分
HiB 8時20分








































































































断 して赤インキ ]o ~.~ 液中に浸武 した。但し此の実験に供した資料は共の太さの点に於ては
















































P町長15:$ナ0.:10 14.4 D 
ご時;5分
4時・':5分
4時)V分0.5 13.5 s 
7時 E分0.60 J~.8 。



















































1'，時 5分0.:3.~ 1 ~ . :~ 15 リグ



























































































上昇順位 2 1 























1原 位 2 ;3 4 
加工の様式 (ロ) (イ) (，) (エ)
上昇日時 ]3日9時30分 。10時20分 ]4日月時 /8時20分
第2四回全年]2月lHlll時ao分実験開始
1煩 {¥'r. 1 2 3 4 司
加工の様式 V') (イ) (ロ) {ニ)
上昇日時 J.!日 15時30分 ]5日8時 #8時]0分 ク8時20分
Ui3回目 全年12月15日16時15分開始
1国 位 1 ワ 3 4 
加工の様式 {イ) iロ) V市 {ニ)
』ー ーー ーー ーー 、ー-----"








































































会乾翻 |水分含有抵 |百分稽 |採穂の容相




































山形 大 学 紀要〈段学〉第一号
ケ ヤ キ ]o.05 8.05 ~.OO 0.G7 中
サ グ フ 21.90 lU5 10.65 49.1 14.07 0.79 LR 
ズナラ ]9.65 11.15 8.50 43.2 ] 7.18 0.¥"> ~I~ 
キ 32.10 ]2.10 20.00 62.3 3t1.C'16 O. 3~ 最軽
ミズナラ，シグレヤナギは10日間で大休水が町く なり最初の 2日間で急:に水分が少なく
なる。ク ヘ'キ も 10 日間で大体水が1!\~ く 怒るが漸進的に消失し，ク リ ， スズカク ノ キ ， オ エ

















































































1949年 9月28日実験開始。シ クレ ヤナキ， ジヤヤ ナギ，ポプラ， ススカ クノ キ 2年生伎
を普通の挿穂の長さ即ち13cm1立に切断し一校の基部，申央部，頂部から採穂夫k大，中:tJ、






































































































































1. ツ 1 クサの葉汗ば発根促進に役立つ。
2.発芽には定位置があって葉痕に限る。 発根は共の他の皮部からと云うととになる0

































































入れる前に沃素 1錠に7k2合を加え 3時間処理せるものをA区と し 4時間牟処理せるも





























































































































































































































































































1950年1月17日実験開始。材料ノイパ‘ラ，ス ズカケ ノキ，ムクグ， マサキ，レンゲウ。






































fj~21実験 アルコ ー;1.，ナフタリ L処理による発芽発根試験
]950年1月23日実験開始。 A区はナフタリン 0.1%.18時間処理樹種はレングウ，ポプラを

















































のの中に挿入して毎 日 15時間主とし夜間はOOC~30Cの雲中 tc j慌を安置し昼は250C の定温
f第12表〉 器中に入れ光紘の射入に努
l釘j)fiAl.瓦 i721 対 面一一長一 む。以上のとと を2週間継続
一←一一一一一一一ト一一 一 ーー して見た結果は女去の通り。
































No.1. t>.5m 200V /cm 10・
NO.2. 6.月m 200V / cm 20' 

















ポプラに棋原基発現発根 ;ホ・ 7・ラの狼原2査は出たが未 |ポプラに根原基発現発根
せり |発根
グqは controlより元気 |グリ一番元気がよい
がよい スキ褐変 |スキ褐変 |スギは級色の岱










1.1 I年ヤキの不定券は出ない ケ ヤ キの不定芽が仕i初める l ケヤキの不~芽は出沿い
|庄内がキの頂]f:一番旺MfEr庄内がキの丁茅の伸長NOl 庄内がキの頂芽全然動かずl に次c 、 | 
日 !ケヤ キの不定茅米関街 。リ の頂3F膨大となる
| ケヤキの不定芽開釘
JG I 庄内カキの奨 茎の色濃厚i
実験結果
1.ス ギの如く3廷を有するものには超短波を用いても放果が無い。
2. 康~樹む挿?f':の発芽発根の促進に対 し超短波の交交巣は著 しい。
節2J実験 ベニ シリンカ リりL処理試験












処 務! 区 1nr. 処 f!.Il 区
ヤナ ギ，ホ・プラ展開し出しヤナギ発銀関 1;左に同じ
lljVI始controlより街々よい
19 ケヤキの援の展開も進み，ヤナキ， ポプ |モニリへエーラポプラが腐朽し出ナラ何ずれもよい 、
~-I I総て旺盛にしてヤナギの根張特に著しい 宅=リ完全枯死ケヤキ枯死しかけユグラホ・プラも枯死しかける
28 ポプラ金問的にJi凋し出す l生きているのがヤナギとサグラで後者の発ケヤキ， ヂヤヤナ寸立i肢に発芽している |芽1!I!il&
.10 Iぷプラ査問的に枯死









31/VIL 19.50モ=リ フエーラポプラと=ケゴ ポプラと誌はモ=リ フエ ーラで韮は z グラ
のように平滑設秘主主き 3~jfi を材料として 7k耕す。 11/咽 調査するにモ z リは上部断面から
聞も無く 腐朽が入るも=夕、ラ及び、雑種は未だ腐朽せさ'るのみrs..らヂ、ニ 夕、ラに於て発根せる






ゲ)とがある。但し次節に於へ述べる通り級挿即ちポプ ラの新条を切って 6~7 月頃挿
木ナる時はおf芽の生長が早く次いで発根する場合が多く 友る。





















-l/N， 195()挿穏を超短波に照射 151N苗畑に挿込み共の後 29/V ， 23/VI， 14/IXの 3
固に亙って生育調査をなせり。 14/IXには首の 1部を掘取り根の組織を調査せり。
供試材料はス ギ，ポプラ， カキ， クリ，ケ'¥"キの5種とす。処理法は失表のi湿りとす。
(第1:i表)
三坦空|波 長 む 圧 照射時間
No. 1 口 5m ~OO V jCm !O' 
No. 2 6.5 m ~OO VjCm 40' 
~}/河生育調査の結果はさ欠の通 りとす。
(第16表)
樹 密 |施業本数 |ー 生ー一環庄一弘及よ長一生長一一 | 摘I u_~ _~~ I No. 1 No. 2 Control 一 要
ス ギ 2(本) 枯 死 本 枯死 |ー まで相
1. 1 CJll I 1. 24cm 1. 19cJll があったのが成績不良の
3 2. 1('cm 2. ~5cm 2. 8cm 結果安部したのではない
3.枯死 ，3. 8cm 3. J8cm かと恩われる が其の聞大
カ 5 1 本 1 本 枯 死 1;恨に穏を挿して乾燥を防
グ 。 枯 死 柿 死 グ ;い戸。
ケ ヤ 7 グ Q 1/ 
:19/V中間調査をなせるに No..[ IL於ては クリ， ケヤキ生存 しNo.2に於ては同様にクリ，
クヤキ生存しControlに於てもカキ， クリ が発芽していた。 ]4/刊の調査では生育欣況No..2
が最良であり吹はNo..lControlと云う順序になっている。同日苗木e:>1部を掘取調査ナ
るにカキカはカ Jレスの形成あるのみで枯死に瀕せり。 然るにNo.2区のポプラ著 しく上長
生長旺盛なもの2本現われたるため共の1本を掘取りたるに下部断面から著しく太く して
長き根を出し其の長さ地上音j¥72cm地下部99.月cmを測定せり(第3図参照)。






No li '.' No 1 C，jl"J )"()t 










1 /づ川Ilt.wl ! tン 4





{lしJ s月 5刃 7月 8Jj つ月時
討作lr罰 超知i皮!n射試験区のホ・プラの生長経過図
第18実験母樹に於ける綜穂部位と活活との関係に就いての試験
スギ 20年生の樹冠上tii~的立派に発注した も のを選び樹冠を上， 中，下に3等分し更に各
k を東西南北のlプ1位に区分して各区から元本宛を探穂しlD/Vト19川床押しとした。之れ
を17/刊に調査するに共の結果は凡そ女の通り とす。
-k玄!日! S N 
上 I[j (4) ， 5 (2) 18 (11) 






下 I[) (2) 3 (2) I 1 い) I 3 (1) I j ~ (5) 
| | 話せるものと認めたも






1950年 .'3]/m ，10/IV. :n /1Vの3}gjに分けて供試材料ポプラ，カキ，スス引ク ノキ，ク




























































































































































































































































¥¥| 部 i中部 I;lJ; 




l/VI. 1950.ポプラ， シダレヤナギ，ヂヤキナギ，ス ズカタノ キの新楠芯部を切断之れ
を2週間放置して 14/1V探梅して挿付を実行した。 14/VIにはポプラ， シグ・ レヤナギ，
お
山形大学紀要 C政学) ~:Ç __ l~. 















でE宴今| 芯止区 | 対照区
¥尽求訴El--一 一 一一一一一一 |一 一一一一一一 ーj\\ ' "~I_l一芝一|一三一乏__ I~ 号 1_ 1 ザ 2一史 -1 3日号ー
樹種 ¥l地t豊明王監事主型担哩遡却型王理)!1!J:-_!W:i'也l-i'f!I!型』二部地下郎地上部地ア部
プラタナス | 枯|死 1/レ | υ | 枯!死 ; グ|グ I 1/1グ
cm' cml 
ポプラ 7_51-+υ1 81 :.01 5.8 :3.抗 o日| ー1.51 ー 0.7
カ キ| 一| !ー瑛展開e ー-' -1 -1 -1 -1 -1 
ヤナ ギ l:U;!5.01 1:l.9! 4.91. !:5.0 8.1 5.;! 7.r:1川日|57i43
グ り| 枯死 | 叩 | ググ | 枯死 ! グ|グ | グ11/
リン ゴ10.71 -1 o_~ : -1 0.2: -1 O.~: 0.31 -1 0.2































8/VIB更に電気テープを利用してポプ ラ，サクラ，グリ，カキ，リ シゴ，ヤナ ギ，プラ タナ
スの新枝の基部を傘き 21/V¥I由化部を切断し各樹種目IJに3本宛の穂木を採取して植木鉢中





、-----、、区名'"¥言マξ:='1 白化区 | 対照区
て二時1-1号 2 号 3 号 1-1 号 2 号 『 白 日
樹 種¥¥ |地上 l地下 l地上 |地下 |地上 |地下)地上 l地下 l地上 l地主一一一一一一
プラタナス| 枯|死 ， [Q '1' 枯|死 | グ[Q q[， 
1 (cm)1 (cm)l 
ポプ ラ 5.υ d.21 4.61 2.21 4.01 7.!l1 0.81 ー ].51 ー 0.7
ヤナギ 1 4.41 2.91 7.61 2.2 δ.5 7.5 0内.aー1 5.71 4.5 
グ り 枯|死 枯死 Q!， QI， 
りンゴ o.CI ー 0.8 0.2 0.:1 0.2 
カルス





2. 対照区に於て 21/V¥Iに於ても向ゐ発棋を見ざる も白化区に於ては発根を見る。











は=セアカシ ヤ，クリ，ケヤキ，モクしン，ア#不 リ，庄内怖，ォーz ク Jレt，ム クグ，毛z リヘ
ラポプラ，ヂヤヤナギ，ススカナ ノキである。殆んど全部発芽して極めて優勢に見えたの




ヤヤナギ，ヨ シノザクラ，ナ Tキ各/<3本宛当年生技で、持穏を捺ぇ 3時間吸牧せしめたる
後之れを植木鉢に押す。 5/lX調資するにポフ・72芽展開， ジヤヤナギ 2芽展開，サクラ











0.1 ;:.~の 4 区を設け 2 時間処理後水洗 し植木鉢中に団子挿を実施 し之れを 5/ IX 調査せるに
5%区ムクグ1本，1%区ム クゲ1本，0.5%区ホ.プラ 1本ムクゲ2本，0.1%区ムクグ3本生存
せるに対照区に於ては悉く枯死すり。 19/VlI調査時に於てはアル コール]%区長良であっ
たが害虫のために3誌が食害せられ枯死した。 姿は 196以下が是~r{の樹種に対 して適当であ
るととになる。
第37実験栴岡持
8/IV， 195Gイチヰ，黄金己パ¥サハラ，グ マイプキ， ツパキ，ウコギ‘ハコ ネウツギ，ト ゲ
ナシ=セアカシ ヤ，ヒ メツゲを材料と しつゆ持を団子持で笑施した.とれを29/VJ1調査する
に結果は凡そ弐の如し。 イチ.Jf.3/4，黄金ヒバ'2/.'5，サハラ8/1，タマ イプキ4/4， ツバキ


























































直ちに萎凋乾枯 し 腐敗瑳ー[のために速やかにl高朽し成長ホルモ 与の含主多く して発根に泊
せざ、るためならん。因にThimaun氏によれば根は輩よりも10万倍も薄い脱皮で刺1決され茎
の刺戟される民度では抑制されるものなりと云う o 13/1X， 19)0防 口瓶に7kを盛 りたる中に
ポプラを押入せるに 25/IXには立派に発根発芽せり。






































































~~:摺せるもの主主るが下部断商は全然 む Jι スで覆われ共の直上位より旺盛に発根 し側校切断
















































































































































































































































































3) 両信IJ区に於て加工木質部より発棋を見るは皮下木質部にもホ)1-ぞ Lの分布すると とを
知るに足る。
4) 定芽の伸長j伏態は各区聞に於て対JIH区と比較して大主主無く両削:;g:， ~Þ~，!ilJ 区， 環i伏刺切
区に於ては寧ろ対照区に勝る。









片側区 I 30 

































山形大学紀要 (b.~ 学) ~~-~・
=セ アカシヤ一一下部切口にカ Jレスが出来てそれから発根ナる。
プキ ク♂トーーカノL' 7，の形成1!!~ くド断面の周囲又は共の上位より 発根する。
















って上根の発生し易いものとしに くいものがるる と云う ととはあり得るととである。ヲたに
藤岡光長博士は発根様式に 2~:illの別あるw を認めその1 を切 口面のカ ノレ ス上方より発根する
ものとその 2を切口lEilの上方より地表部に近く発根するものと注し後者を二重根と称して
いる。 その原因は不明で、あるが小原氏は之が原因として杉の品種，持付の深浅，iWtnlの土壌






















Xi 容絞比重 I 容 水 量 10cmの高さ腕皮 ω |平土均製震10註0c IUOgrh|100∞中の に水域昇 pH Cgrコ 定量C%) 容fflC%) せし時間
赤 土 筏 0.71424 115，2 58.46 41.7544704 32' 29'/8/1 5.0 
砂 土 F 1.29880 152.8 18.2;) 23.755052 日0'20"
媛 土 F 0.88726 1¥)，9 35.14 31.1783164 53' 28"8"/ D.D 
粘 土 f/ 0.90432 125.6 38.36 34.6897152 102' 53"111 
実験の結果は赤土の容水量は極めて大であって遣に粘土を凌駕するととに主主る。
左記温度inlj定の結果は接地温並むこ地下5 ぐ第27表)

































































区B司千土空i マ サ キ | ツバ キ 1イチ 牛 |プキ |ス ギ
(No・!契展開数日枚 |伸長せず I :li正天MI長t1{5:X
援土普通区 I ~ 最大付l長根3.:3cJU 切口 I/:lにカ | 一 | ー カルス形成大
1 1レス形成
一一一一一_I ll'_~・2枯死 一一|血死 一一
盛土准肥区 Irじ;月数;手長:?: |結9"E 枯死 |- 撚ヌ形成
_.~.~~-_- _l '11.j7U _I~I~  ____1 発似せず
IfNo，J展開数円長さ:3CIU ---1-:/証:;Id'l亙雇1・'71
盛土焼土区 |i i砧大総長8J l l白旧カノレス形成|枯死 i 枯死l lN0.L1展開数 1，'長e'tec旧三本 大 | 
| 最大以長、，.， ー | 
赤土普通区 I {~~ ， ~，.~. ; 伝大総長 l i | - i i グ 梢制限~crn
11No.2枯死 |最大fil長根1.:11
(No，展B再釦で枚fi，~ 5cJU 1 
赤土堆肥区|(NOE高町長官e'ti 1 カ山形成 | グ 枯死
最大限長S.・Clll
一一一一一一 ( No . 展開数 i()枚 ~Clll~'本一| 一一一一一「一一一一一一「 一一一一一ー
すd髭土区liNO義高弘主義ぷ2m| - 1カ/レス形成 | グ 祈j頑仲良2.5cln
最大根長LIGIlt | i l 
一一一-1f No. iqì成長ν繭薮百五苅F函~一一一一|一一一一一一








区最大に して吹は赤ゴ:椛肥区 ， 赤土焼土区， 壌土tJ~ごと区の/i固 と なる。焼+は千j用微生物の活
動を促進せしめmri!2並に1mA分の可溶化土壌の理学的性nの改善与にまをするものにして125
土区が苗木の地上部主ur:地下部の生育fr::fif献したととは充分考え得る ととろな り。栴雨押



























Xくご I 1極察本数 |生荒本数|生着歩合
種類 ¥¥ 
処理区I29本| 昧 I44% 




























し出ナ 19伸長ナ 問題い lif.iJ程度に伸長
一一!ヤナギ根伸長:¥:'+'¥根謙一 一一一一一一三一一一寸一一 | 2町 j 1cm のもの4 伸長1.5cm 他|ヤナ ギ根 1 本己 J ギ 8cm号|ヤナ ギ少し~.1 ヤナギ 1 本の
11本他の1本は広 I本少々発lEcm他の 2伊 宮本ポプフ|根が伸長ポ7・|根2cmに伸長
I貧弱 |忌ポプラ芽 ~I本は短いポプ同展開 |ラ境芽 |ポプラ発根li 噛展開 |ラ大抵展開 発芽2
45 
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ナギ発芽 I ....\+ ....L ~. 'Y'I<~!:' 1 ~ --.L.3.:!"~ -J..!;: 1 ....\+ ....L ~: ~'i.!:: 1 ...H-....L ~ ~-1.!.:." Mパ 5/51ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |ヤナギ発芽 |左の分数の
vhl顎むい!発側/5什酬明哨|発根4/5 吋 発根m W81ポプラ発J5iZ霊与野
.~ . / .， ::;7C. '1 ;a.~ /.;1ポプラ未発根;ポプラ未発級|ポプラ未発倒ポプラ未発級 5/5発芽発根本
一 発夢幻5 Hυ|発芽5/5 一宇4/5 獅 2/5 発芽3/δ |賊 115 :竺
約 Ir五ア萎凋!姦非製臨::ぇ民ぷ:ぇ 足元ラ1本 |ヤナギ吹/512叫lo!と
I '- I.LJ ，萎凋し出す !発芽引 躍有2415 | |発根九/5 Il叩ユ川区













た。 7/¥1， 19.50調査ナるに 1位茎区2位葉区3{立対照区 4位は花区であり対照区は発芽
不揃である。花汁は著しく発芽を抑制ずるものの如し。 11刈E再調するに 1伎は茎区2位
は対照区3位は花区で4位が葉区と主主った。
















¥------ 区名| 誕汁区 i茎汁区 |花汁区 |対照区
一堕璽名 ---.......) 発芳:数 l 発級数 1 :発芽数|友銀数J盈主主1< 1 発哩塾 ~ ~均蛍J~根量仁
ジ ヤヤナ ギ | 丹 4 1 '1 1 3 1 4 1 4 1 413 







































多の雑草の中でツユクサ(Commelz"nacommunis L.)オトギリサウ (HYlりeri，ωmerectum 






















































題1.7. li.s:J 科 |
殴繋樹類 |






:M yr i caceae 












































































































































































































































































































































































































































































































ノウゼ Y カ グ ラ
iグチナシ
|ハ グ テウ ゲ
1= ノ、トコ
lタ=ウツ ギ







































































































































掃木の生理学 的研究 _. Y:i際
エン ピヴピヤ グシ:/1容易 ・ !外国務.


























~) 持組{を逝押して も 7J\:液は上昇する。
























2) 7>0.ρulus 属中のモ 1)ヘラぶプラとニグラ ポプラにて絞持胞を拍:え水おiせるにモ=リ
ヘラの方は早く腐朽するも ニグラは悶朽せすて:して発根する場合あるを認めたり。即ちHi紘
近き数組聞に於ても生理的に著しく差異あるi必合あり。







































J) 坂村 徹 CRg23):縞物生i理学
宝)松島種美 C大 8):切り技の!'&水に就て〈植物学雑誌第33巻38号〉
3) 倉岡盆女郎 〈昭 9):日本林学会第 16~主第 9 号
4) 尾中 文章ま CHg25)::葎木の肥大成長の縦断的配分 C京太演習林報告第18号〉
i) 問中 給一郎(昭 7):砧木用植物の錆木 C長及圏第7谷第 211]_)




9) H.F. Cleme日tsand E. Akamine (19'10) Rootstimulation in t:ugar cane with special 




12) 肥後 純，日置幸雄，米倉美登 C昭25):母衝の年令と挿穂の発根カiて就て
53 
J市木の生耳[1学 的研究 一 斉藤




1 6) 本多 ~w 六F 造林学本論 p_ S4S
n 路島 信太郎〈昭 5) 更新論的造林学
l S I 倉田径二郎 C昭~，J) :特用樹種
19) 柳田由蹴;j悶~樹鈴木試験 C林業試験奨報第 1 J.'~-) 
:;0) 法林 兵吉 Ca百lり:11羽官1~llìjの鈴木に就て C林誌第 18~第;; I!J') 
~I) 問中 お-'~II (ag~-I ): 悶芸舶物繁殖法上， 下 'fß
~~) 上 原敬二〔昭 l~) :応用樹木学
徳 川 宗敬(目白::) 江戸時代に於ける主主林枝術の史的初F~'e
~4) 尾中文彦 cnB ~4) :アテの研究(木材研究!fd 号〉
25) 安問 点紘(昭2・1):裁上古学原論
::6) 野 l二l 掬 古(昭:l1):裁培学原論
Summelry: 
The studies describeu in thc prescnt paper have ueen αtrrieu on with experimental 
work on physiological studies of cutting. The main resluts are describc!l _ bclow: 
J) The velocitアofclimhing water in cuttings of broad-lc:.tvα1 trees is toned with thc 
upper sections. area of cut.tings. 
2) The rooting札口dopening of uuds abilitics of cuttings， cspccially th川りfbroacl 
leaved trees can uc prolUo民Uconsiderauly 1Iy mean of treatment with ethyl-aIcohol， 
penicillin kalium 01' ultra short elcctric w品τe.
3) Thc dcvelopment of upper roots in C:ηlttomeria cutings is almost arising from 
wouna雪
4) The rootw.g ability of cutings can ue more promo同c1， using rcd yclowish 
subsurfacc soil of so calcc1 AKATUTI， than the other soils. 
-5) The rooting and opening of huds abilities of cu比ingsc品nue. prolUotecl uy mean of 
treatment with juic巴 ofConzmelina communis 1. 
6) Easy or clificult of cuttings are accompanying slightly with onlcr 01' thc 
classi fication (fa】nilyor gcnus) of systematic botany. 
5<1: 
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暗
